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2021 ～ 2022 年度の 2 年間に渡って、私は学
生と一緒に写真や動画の撮影のために嵯峨キャ
ンパスへ通いました。この期間、嵯峨キャンパ
スの通信環境の整備が大きく進み、いろいろと
チャレンジすることができました。達成できた
こと、できなかったこと、そしてもう少しでで
きそうだったことなど、多くの貴重な体験を得
ることができました。若干、記憶が曖昧なとこ
ろもありますが、一連の取組をまとめたいと思
います。

私は応用生物学課程を担当していますが、自
然観察学や生物生産学実習などの嵯峨キャンパ
スでの授業担当の経験はありません。研究室も
松ヶ崎の東構内です。嵯峨キャンパスとの関わ
りは、スタディーアドバイザーとして、応生 1
年生の新入生研修セミナーなどで何度か使用し
たことがある程度でした。

研究室としては、「生体行動科学研究室」の
名称で、生理学的、バイオメカニクス的、心理
学的な研究手法を用いて人間を対象とした研究
をおこなっています。そのような研究室に、嵯
峨キャンパスの植物の研究室を卒業した木曽結
乃さんが、2021 年 4 月に修士学生として進学
しました。「園芸療法」あるいは、植物に関わ
ることによる心理的な効果を研究テーマとした
い希望がありました。

研究室としては、心理的な効果を検討する
場合、簡易型を含む心電図の RR 間隔を用いて、
周波数解析やトーン・エントロピー法などによ
り自律神経活動を定量的に評価する方法はよく
用いてきました。これまでアロマセラピーの効
果や嘘発見などなど、学生が取り組んできまし
た。しかし、反応としてはかなり弱く、実験計

画を立てることの難しさを感じていました。最
近では、心拍変動を用いたリラックス効果の検
討よりも、Kinect を使って、顔の赤外線画像
の変化から心拍を推定したり、頸動脈の微少な
動きを検出したりして、自律神経活動を推定す
るような形で技術の開発的な取組のほうが多く
なっていました。

植物に関わることによる心理的効果を定量的
に評価しようとすると、自律神経活動を評価し
て副交感神経の活動が亢進している、など示せ
るとよいのかも知れません。ただし、どの程度
の効果量が見込めるか分からない中で、かつ、
新型コロナの影響でヒトを対象として心電図の
計測実験を本当に実施できるのか、緊急事態宣
言など突然、実験ができなくなる危険性もあり、
オーソドックスな研究計画を立てることをやや
躊躇していました。

折しも、2020 年のコロナによって、リモー
トによるリアルタイム授業など、その場にいな
くても通信技術を活用することで、双方向コ
ミュニケーションが体験できるようになりまし
た。せっかくなので、2021 年にしかできない
取組をしてみよう。リモートで園芸療法はでき
ないか、リモートで植物に携わることはできな
いか、リモートによる植物体験の効果や価値を
評価することはできないかと考えました。

まず思い浮かぶのが、定点カメラのように植
物を撮影して、いつでもどこからでも観察でき
るようにすることです。植物の生長をその場に
行かなくても観察でき、この経験を通して育っ
ていくプロセスを共有することで精神的な効果
を得ることは有意義と考えられます。ただし、
2021 年の段階で定点カメラを設置することや
リモートでみることはそれほど難しいことでは
なく、もう少し難易度の高いチャレンジはない＊基盤科学系　教授
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かと検討を進めました。
その 1 つのキーワードは没入です。定点カメ

ラも当時、360 度での撮影が可能でした。研究
室では RICOH の THETA シリーズや Insta360 
ONE X2 など 360 度カメラを活用して、吹奏
楽の練習中に指導者が奏者に対してどのような
ときにどのような指導を行うか、指揮者の前に
360 度カメラを設置して記録していました。ま
た、卒業研究で Oculus Quest（Meta Quest）
を使った VR 体験による効果の検証もありまし
た。これらをうまく組み合わせれば、嵯峨キャ
ンパスに行かなくても VR ヘッドセットを使う
ことで 360 度の植物体験ができるのではないか、
という発想です。

とはいうものの、いきなりリアルタイムの没
入体験は難易度が高すぎるので、360 度カメラ
を使った動画撮影をおこない、YouTube にアッ
プロードして VR ヘッドセットで視聴するとこ
ろまで進めていきました。2023 年現在であれ
ば、少し検索すれば方法はいくらでも出てきま
すが、当時、まだ情報が少ない状況の中で、か
つ、植物への興味関心が中心の応生の大学院生
です。相当、大変だったと思いますが、まるで
情報工学の学生のように自らの手でコツコツと
環境構築し、嵯峨キャンパスの圃場一面のヒマ
ワリやソルゴーの中や上からの 360 度動画を撮
影し、動画として視聴できるようになりました。

ここで、少し課題も見えてきました。確かに

VR のヘッドセットで 360 度動画をみると、嵯
峨キャンパスの植物の中に入ることができま
す。上下左右見渡すと、それぞれの光景が観察
できるのも非常に楽しいです。しかし、何かも
の足りないのです。タイムラプス撮影などすれ
ば、植物の生育を感じられるのかもしれません
が、変化がやや弱く感じてしまいます。この微
妙な変化、繊細な変化を感じることが、植物や
自然の世界に没入したときに得られる精神的な
効果なのかも知れません。ただし、そのような
効果は嗅覚や触覚など五感による様々な刺激に
よって得られるもので、視覚だけでの効果はや
や薄かったのかも知れません。

この課題に対して、考えたことは、リモート
園芸体験は、本当によい体験なのかの疑問です。
植物に関わる体験は、やはり、視覚、聴覚、嗅
覚、味覚、触覚といった五感をフルに活用して
こそ、意味があるもので、360 度動画であった
としても、本当に有意義なコンテンツになるの
かという疑問です。リモートの価値は本当にあ
るのか、を考えたときに、体験できるのであれ
ば、実際に植物に触れる体験をした方が良いだ
ろうと強く感じました。リモートでないといけ
ないケースはあるのか、考えたところ、コロナ
禍において、感染のリスクを感じて圃場まで出
られない人、すなわち、高齢者の方、病弱の方、
重度の障害を持っている方、などについては、
この体験は貴重ではないかと感じました。もち
ろん、植物の手触り感や匂いを感じることがで
きるのが一番望ましいですが、次善の策として
このような人に届けることができれば、1 つの
ゴールではないかと位置づけました。

そこで、次はリアルタイムでの 360 度動画配
信です。まずは松ヶ崎の研究室内で試行錯誤し
ました。THETA を USB でパソコン（松ヶ崎
キャンパス内ではデスクトップパソコン）に繋
いで、OBS Studio を使用して、YouTubeLive
で配信し、Quest2 の YouTubeVR で視聴する
ところまで実現しました。

いよいよ、嵯峨キャンパスの圃場からのリ
アルタイム 360 度動画の配信チャレンジで
す。上記と同じように THETA を使用しまし
た。圃場内でパソコンに接続させるためノー
トパソコンを使用して OBS Studio 経由で

 
図 1　360 度カメラでの試行錯誤
（このころはまだ暑いときでした）
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YouTubeLive 配信。嵯峨キャンパスの圃場内
の無線 LAN を活用して何とか Quest2 で視聴
できたものの、通信が途切れたり、止まってし
まったりすることが多く、当時、まだ快適なリ
アルタイムリモート 360 度を実現することはで
きませんでした。あとは、YouTubeLive の場合、
一定の時間遅れが発生するため、リアルタイム
でありながら、リアルタイムでない違和感が発
生してしまいました。

結果として、まだまだ多くの課題が残った
チャレンジでしたが、5 年後、10 年後には、軽々
と誰でも実現できる世の中になっているのかも
知れません。さらに、触覚や嗅覚もリアルにリ
モートで体験できるようになっているのかも知
れません。そのような時代を迎えるに当たって
フィールドでの通信環境の整備は非常に重要で
あり、今後、ますますの発展・進化を楽しみに
しています。

 
 

 

図 2　360 度カメラを使ってYouTubeLive での
リアルタイム配信に成功

（2021 年の冬、すっかり落ち葉です）
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